
食
文
化
を
守
る
伝
統
の
技

美
味
し
さ
と
健
康
全
国
に

創
業
１
１
０
年―

焼
き
麩
・
生
麩
製
造
「
㈱
鈴
木
製
麩
所
」

　

麩
は
も
と
も
と
仏
教
と
と
も
に
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
食
品
で
あ
る
。
よ
く
乾
燥
し

た
麩
は
保
存
が
き
き
、
そ
し
て
何
よ
り
も

栄
養
価
が
高
い
（
真
壁
仁
『
手
職　

伝
統

の
技
と
美
』）。
本
県
は
味
噌
汁
、
煮
物
、

鍋
な
ど
、
麩
を
楽
し
む
食
文
化
が
定
着
し

て
い
る
。
１
１
０
年
に
わ
た
っ
て
１
０
０

種
類
を
超
え
る
商
品
を
手
作
業
で
作
り
出

し
て
い
る
老
舗
「
㈱
鈴
木
製
麩
所
」（
山

種
カ
ロ
リ
ー
を
抑
え
な
が
ら
必
要
な
栄
養

素
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
、
美
肌
効
果
、
糖
尿
病
・
肥
満
・
感

染
症
予
防
、
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
排
泄
効
果
、
脳
の
活
力
効
果
な
ど
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
車
麩
は
グ
ル
テ
ン
量
が
多
く
、

タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
も
約
36
％
前
後
と
大

変
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
煮
崩
れ
し
に
く
く
水
分
の
吸
収
率

が
特
に
高
く
、
肉
厚
の
車
麩
を
圧
縮
す
る

こ
と
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
と
同
時
に
保

存
性
も
高
め
て
い
ま
す
。

　

生
麩
は
モ
チ
モ
チ
し
た
独
特
の
食
感
と

風
味
に
、
も
み
じ
、
桜
と
い
っ
た
よ
う
な

花
を
も
じ
っ
た
色
合
い
（
彩
り
）
を
大
切

に
、
ま
た
、
刺
身
生
麩
の
よ
う
な
製
品
に

つ
い
て
も
食
感
と
風
味
を
損
な
う
こ
と
な

く
仕
上
げ
て
お
り
、
旅
館
や
和
食
店
と

い
っ
た
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
熟
練
し
た
職
人
の
確
か
な
技
と

経
験
が
生
き
て
い
ま
す
。

　

―

創
業
１
１
０
周
年
、
株
式
会
社
化
し

て
60
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
羽
州
街
道
沿
い
の
こ
の

地
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
明
治

の
中
頃
に
農
業
の
傍
ら
牛
脂
で
石
鹸
を
製

造
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
１
９
１
１

（
明
治
44
）
年
に
初
代
の
鈴
木
千
代
が
麩

の
製
造
を
始
め
た
の
が
当
社
の
起
源
で

す
。
昭
和
に
入
り
私
の
祖
父
・
２
代
目
栄

太
郎
が
本
格
的
に
焼
き
麩
の
製
造
に
力
を

入
れ
て
売
上
を
伸
ば
し
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
に
株
式
会
社
化
し
ま
す
。
業
界

の
発
展
に
も
心
血
を
注
ぎ
、
71
（
昭
和

46
）
年
に
全
国
製
麩
工
業
会
の
設
立
に
尽

力
し
理
事
に
就
任
、
山
形
県
製
麩
組
合
の

理
事
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

父
の
３
代
目
恒
太
郎
は
21
歳
で
家
業
に

入
り
ま
し
た
が
、
栄
太
郎
は
昔
気
質
の
職

形
市
五
日
町
）。
４
代
目
鈴
木
浩
一
代
表

取
締
役
（
50
）
を
訪
ね
た
。

　

―

麩
は
健
康
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
製
造
法
と
併
せ
て
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

　

原
料
は
小
麦
か
ら
抽
出
し
た
植
物
性
タ

ン
パ
ク
質
の
グ
ル
テ
ン
で
す
。
そ
こ
に
強

力
小
麦
粉
、
水
を
加
え
た
生
地
を
長
さ
約

１
８
０
㌢
の
金
棒
に
二
重
に
巻
き
、
釜
で

焼
き
上
げ
て
乾
燥
さ
せ
た
の
が
「
焼
き
麩

（
車
麩
）」
で
、
グ
ル
テ
ン
に
も
ち
粉
を
加

え
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
蒸
し
た
り
茹
で
た
り

し
て
出
来
上
が
る
の
が
「
生
麩
」
で
す
。

焼
き
上
が
っ
た
車
麩
を
、
圧
縮
加
工
し
た

も
の
が
山
形
名
産
の
「
板
麩
」
で
す
。

　

グ
ル
テ
ン
は
栄
養
価
が
高
い
上
に
消
化

吸
収
性
に
優
れ
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
接

㈱鈴木製麩所
創　業　1911 (明治44) 年
代表取締役　鈴木浩一

本社　〒990－0829  山形市五日町3－24
　　　☎023－645－0621

人
で
製
造
方
法
は
一
切
教
え
ず
、
こ
の
た

め
恒
太
郎
は
独
自
で
生
麩
の
製
法
を
生
み

出
し
、
東
北
で
初
め
て
生
麩
の
製
造
と
業

務
店
向
け
の
販
路
を
開
拓
。
さ
ら
に
土
産

品
と
し
て
の
焼
き
麩
に
も
活
路
を
見
出
し

ま
し
た
。
麩
の
新
し
い
付
加
価
値
を
追
求

し
、
商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

た
り
、
麩
料
理
の
店
を
実
現
さ
せ
た
り
、

家
内
工
業
で
あ
っ
た
鈴
木
製
麩
所
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
山
形
東
高
校
、明
治
大
学
卒
業
後
、

東
京
の
食
品
メ
ー
カ
ー
で
製
造
と
営
業
の

現
場
を
５
年
間
経
験
し
、
28
歳
の
と
き

に
帰
郷
。
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
１

月
、
父
の
死
去
に
伴
い
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

―

２
０
１
７
年
に
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
ビ
ル

「
エ
ス
パ
ル
」
に
直
営
店
を
出
店
、
通
販

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
観
光
客
が
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
業
務
用
の
生
麩
や
土
産

品
の
店
舗
販
売
が
売
上
減
。
加
え
て
各
地

で
開
催
し
て
い
た
百
貨
店
催
事
が
中
止
・

縮
小
し
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
方
で
自
社
の
通
信
販
売
の
売
上

は
二
ケ
タ
ア
ッ
プ
し
、
家
庭
用
食
材
と
し

て
関
東
・
関
西
方
面
へ
の
生
麩
の
出
荷
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
創
業
以
来
、
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品

を
製
造
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
食
文
化
や
食
習
慣
に
変
化

も
あ
り
、
私
た
ち
の
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
消
費
者
の
健
康
志
向
は
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
付
加
価
値
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品―

新
発
売
の「
揚
げ
麩
煮
付
け
」「
牛

好
き
麩
」な
ど―

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
べ
方
を
紹
介
し
、

全
国
に
本
県
の
食
文
化
、
山
形
の
麩
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

生
地
を
長
さ
約
１
８
０
㌢
の
金
棒
に
巻
き
付

け
、
焼
き
上
げ
ら
れ
た
焼
き
麩
（
車
麩
）
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麩
は
も
と
も
と
仏
教
と
と
も
に
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
食
品
で
あ
る
。
よ
く
乾
燥
し

た
麩
は
保
存
が
き
き
、
そ
し
て
何
よ
り
も

栄
養
価
が
高
い
（
真
壁
仁
『
手
職　

伝
統

の
技
と
美
』）。
本
県
は
味
噌
汁
、
煮
物
、

鍋
な
ど
、
麩
を
楽
し
む
食
文
化
が
定
着
し

て
い
る
。
１
１
０
年
に
わ
た
っ
て
１
０
０

種
類
を
超
え
る
商
品
を
手
作
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で
作
り
出

し
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い
る
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舗
「
㈱
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所
」（
山

種
カ
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を
抑
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が
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必
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栄
養
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を
取
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入
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の
で
ダ
イ
エ
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ト

効
果
、
美
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効
果
、
糖
尿
病
・
肥
満
・
感

染
症
予
防
、
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
排
泄
効
果
、
脳
の
活
力
効
果
な
ど
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
車
麩
は
グ
ル
テ
ン
量
が
多
く
、

タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
も
約
36
％
前
後
と
大

変
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
煮
崩
れ
し
に
く
く
水
分
の
吸
収
率

が
特
に
高
く
、
肉
厚
の
車
麩
を
圧
縮
す
る

こ
と
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
と
同
時
に
保

存
性
も
高
め
て
い
ま
す
。

　

生
麩
は
モ
チ
モ
チ
し
た
独
特
の
食
感
と

風
味
に
、
も
み
じ
、
桜
と
い
っ
た
よ
う
な

花
を
も
じ
っ
た
色
合
い
（
彩
り
）
を
大
切

に
、
ま
た
、
刺
身
生
麩
の
よ
う
な
製
品
に

つ
い
て
も
食
感
と
風
味
を
損
な
う
こ
と
な

く
仕
上
げ
て
お
り
、
旅
館
や
和
食
店
と

い
っ
た
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
熟
練
し
た
職
人
の
確
か
な
技
と

経
験
が
生
き
て
い
ま
す
。

　

―

創
業
１
１
０
周
年
、
株
式
会
社
化
し

て
60
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
羽
州
街
道
沿
い
の
こ
の

地
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
明
治

の
中
頃
に
農
業
の
傍
ら
牛
脂
で
石
鹸
を
製

造
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
１
９
１
１

（
明
治
44
）
年
に
初
代
の
鈴
木
千
代
が
麩

の
製
造
を
始
め
た
の
が
当
社
の
起
源
で

す
。
昭
和
に
入
り
私
の
祖
父
・
２
代
目
栄

太
郎
が
本
格
的
に
焼
き
麩
の
製
造
に
力
を

入
れ
て
売
上
を
伸
ば
し
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
に
株
式
会
社
化
し
ま
す
。
業
界

の
発
展
に
も
心
血
を
注
ぎ
、
71
（
昭
和

46
）
年
に
全
国
製
麩
工
業
会
の
設
立
に
尽

力
し
理
事
に
就
任
、
山
形
県
製
麩
組
合
の

理
事
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

父
の
３
代
目
恒
太
郎
は
21
歳
で
家
業
に

入
り
ま
し
た
が
、
栄
太
郎
は
昔
気
質
の
職

形
市
五
日
町
）。
４
代
目
鈴
木
浩
一
代
表

取
締
役
（
50
）
を
訪
ね
た
。

　

―

麩
は
健
康
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
製
造
法
と
併
せ
て
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

　

原
料
は
小
麦
か
ら
抽
出
し
た
植
物
性
タ

ン
パ
ク
質
の
グ
ル
テ
ン
で
す
。
そ
こ
に
強

力
小
麦
粉
、
水
を
加
え
た
生
地
を
長
さ
約

１
８
０
㌢
の
金
棒
に
二
重
に
巻
き
、
釜
で

焼
き
上
げ
て
乾
燥
さ
せ
た
の
が
「
焼
き
麩

（
車
麩
）」
で
、
グ
ル
テ
ン
に
も
ち
粉
を
加

え
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
蒸
し
た
り
茹
で
た
り

し
て
出
来
上
が
る
の
が
「
生
麩
」
で
す
。

焼
き
上
が
っ
た
車
麸
を
、
圧
縮
加
工
し
た

も
の
が
山
形
名
産
の
「
板
麩
」
で
す
。

　

グ
ル
テ
ン
は
栄
養
価
が
高
い
上
に
消
化

吸
収
性
に
優
れ
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
接

人
で
製
造
方
法
は
一
切
教
え
ず
、
こ
の
た

め
恒
太
郎
は
独
自
で
生
麩
の
製
法
を
生
み

出
し
、
東
北
で
初
め
て
生
麩
の
製
造
と
業

務
店
向
け
の
販
路
を
開
拓
。
さ
ら
に
土
産

品
と
し
て
の
焼
き
麩
に
も
活
路
を
見
出
し

ま
し
た
。
麩
の
新
し
い
付
加
価
値
を
追
求

し
、
商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

た
り
、
麩
料
理
の
店
を
実
現
さ
せ
た
り
、

家
内
工
業
で
あ
っ
た
鈴
木
製
麩
所
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
山
形
東
高
校
、明
治
大
学
卒
業
後
、

東
京
の
食
品
メ
ー
カ
ー
で
製
造
と
営
業
の

現
場
を
５
年
間
経
験
し
、
28
歳
の
と
き

に
帰
郷
。
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
１

月
、
父
の
死
去
に
伴
い
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

―

２
０
１
７
年
に
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
ビ
ル

「
エ
ス
パ
ル
」
に
直
営
店
を
出
店
、
通
販

事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
観
光
客
が
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
業
務
用
の
生
麩
や
土
産

品
の
店
舗
販
売
が
売
上
減
。
加
え
て
各
地

で
開
催
し
て
い
た
百
貨
店
催
事
が
中
止
・

縮
小
し
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
一
方
で
自
社
の
通
信
販
売
の
売
上

は
二
ケ
タ
ア
ッ
プ
し
、
家
庭
用
食
材
と
し

て
関
東
・
関
西
方
面
へ
の
生
麩
の
出
荷
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
創
業
以
来
、
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品

を
製
造
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
食
文
化
や
食
習
慣
に
変
化

も
あ
り
、
私
た
ち
の
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
消
費
者
の
健
康
志
向
は
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
付
加
価
値
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品―

新
発
売
の「
揚
げ
麩
煮
付
け
」「
牛

好
き
麩
」な
ど―

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
べ
方
を
紹
介
し
、

全
国
に
本
県
の
食
文
化
、
山
形
の
麩
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

麩料理アラカルト
（レシピは鈴木製麩所HPに）

県内外の観光客や市民にバラエティに富んだ商品を
提供し麩の魅力を発信している「やまがた麩処鈴木
製麩所」（JR山形駅・エスパル山形）

生麩と豆乳のスープ 車麩の巣篭り

きざみ麩の御吸物 生麩とイチゴのぜんざい

板麩の和風サラダ 揚げ野菜と揚げ玄米麩のあんかけ

車麩と豆苗の炒め物 揚げ麩の煮付け
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